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※画面は開発途中のものです。

実際とは仕様が異なる場合があります。
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ふりかえりや次の学びに向けた調整に使うための学習管理システム（LMS）です。

デジタルブックである 上の付箋やマーカー、メモや閲覧履歴、
デジタルドリルである の学習履歴などを残して、確認するためには

の利用が必要となります。

①ログイン
②デジタル教材へのアクセス
③先生からの課題の確認と実施
④学習結果のふりかえり

とは

は、自分の学びの足あとを記録し、自分自身の学びの

①「まなびボックスプラス」から入ると
自動的に自分専用ページを表示

②デジタル教材の利用
⇒自学自習、先生からの課題実施

③デジタル教材の学習結果の記録
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●先生から配付されたIDと仮パスワードを使ってログインします。

下のURLからログインページを開いてください。
https://manabi-box-plus.sing.jp/

右の二次元コードからもアクセス可能です。
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ログインをタップ

ログイン後に、先生からGoogleやMicrosoftのアカウント
と連携するよう指示があった場合は、
次からは、このボタンからログインするようにしてください。

１.  にログインする

先生から指示されたIDとパスワードを入力します。
⇒すべて半角英数字で入力してください。
⇒自分のクラスや出席番号に置き換えるよう指示された
英数字も、すべて半角で入力してください。

https://manabi-box-plus.sing.jp/
https://manabi-box-plus.sing.jp/
https://manabi-box-plus.sing.jp/
https://manabi-box-plus.sing.jp/
https://manabi-box-plus.sing.jp/


②新しいパスワード
を入力します

１.  にログインする

●パスワード変更画面が表示されます。
最初のボックスには先生から伝えられた仮のパスワードを入れ、「新しいパスワード」のところには、

先生から伝えられたものとは違うパスワードをいれましょう。

①仮パスワードを入力します

③更新をタップします

④パスワードが更新されます

⑤ログイン画面に戻り、先生からもらった
ユーザーIDを入力します

⑥②で入力した
新しいパスワードを入力します

自分でパスワードを変更したあと、
パスワードを忘れた場合は、先生
に再発行してもらいましょう。
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●ログインすると、
トップ画面が
表示されます。

２.トップ（がくしゅう）画面の説明
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パスワードやニックネームの変更は、
ここから行います。

デジタルブックのSingブックや
デジタルドリルのアイコンがあ
る場合は自分から使用できま
す。自学自習で使いたいときは、
このタブをタップしましょう。

デジタル教材に
取り組んだ結果
が表示されます。

先生が配信した学習課題が表示されます。
しめきりまでに取り組みましょう。

先生からのお知らせが表示されます。トップ画面が表示
されます。

SingCBTを使った
テストを実施した場合、
出題のポイントや結果
が表示されます。

このマニュアルが
表示されます。



●トップ画面は、最初は「やること」画面（前のページ）が表示されています。
「自分から」タブをタップすることで、この画面が開きます。
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「自分から」のタブを開いて、Sing
ブックのアイコンや、デジタルドリル
などのアイコンが表示されている場
合は、自学自習で使用できます

Singブックの本棚が開きます

デジタルドリルの目次が開きます
アイコンは、教科別になっています

２.トップ（がくしゅう）画面の説明



●画面左下の歯車マーク をタップして設定画面を開きます。

３.アカウント連携
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左下歯車マークをタップ

先生の指示にしたがい、
「MSアカウントを連携」か
「Googleアカウントを連携」
ボタンをタップします。

画面は学校のシステムによ
り異なります。先生の指示
にしたがって進めましょう。

アカウントとパスワードを入力し、
「次へ」等をタップしていきます。



でできること ～新研究編～ 

学習ログの記録と確認ができる

・本誌の取り組み結果（得点）を入力すると、

結果に応じた難易度のフォロー問題(フォロードリル)に取り組める。
→フォロードリルと同じ内容を本誌の得点入力なしに利用することも可能

・５科共通企画のフォロードリル／デジタルドリルに加えて、

社会、数学、英語は教科独自のデジタルドリルにも取り組める。

対応機能
フォロードリルの

おすすめ難易度表示
学習ログの
蓄積と確認

先生からの
課題配信

自主的な利用

本誌得点入力 
→フォロードリル

デジタルドリル
レベル1～3

ドリルのみの利用
※

社会・数学・英語
独自デジタルドリル ※

※デジタルドリルをドリルのみで利用する際には先生側での設定が必要です。先生の指示にしたがって利用しましょう。
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対応機能
フォロードリルの

おすすめ難易度表示
学習ログの
蓄積と確認

先生からの
課題配信

自主的な利用

本誌得点入力 
→フォロードリル

デジタルドリル
レベル1～3

ドリルのみの利用
※

社会・数学・英語
独自デジタルドリル ※

※デジタルドリルをドリルのみで利用する際には先生側での設定が必要です。先生の指示にしたがって利用しましょう。

フォロードリルについて
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生徒用 がくしゅう画面

４-１.「やること」(配信された課題)からSingブックを開く場合

トップ画面（がくしゅう画面）から取り組む課題を選んで、タップします

使い方の説明が開きます

トップ画面（「がくしゅう」画面）の
「やること」タブに配信された課題が表示されます。

課題完了後は、「やること」画面からは課題の表示が消え、
できたこと画面に課題履歴として残ります。
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●Singブックのアイコンをタップすると、Singブックの本棚画面が開きます
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①「自分から」のタブを開いて、
Singブックのアイコンや、デジタルド
リルなどのアイコンが表示されてい
る場合は、自学自習で使用できます

②Singブックのアイコンをタップすると本棚画面が開きます

４-２.「自分から」よりSingブックを開く場合

③見たいブックの表紙画像をタップする
とデジタル教材の紙面が開きます



Singブックトップ画面

４-２.新研究のブックを開く

トップ画面（本棚）から開きたい教材の
表紙を選んで、タップします

使い方の説明が開きます

13



②「点数を保存する」をクリックすると、
「まなびボックスプラス」に保存されます

①本誌の点数を入力

画面にあるこのボタンをタップすると、
学習記録画面に移動します。

５.学習記録画面にて得点を入力
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③保存されたA(A+)問題の得点に
応じて、レベルのフォロードリルボタン
がオレンジ色に変わります
別のレベルの問題にも取り組めます

６.フォロードリルに取り組む
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デジタルドリルのみを
自学自習で使う方法

対応機能
フォロードリルの

おすすめ難易度表示
学習ログの
蓄積と確認

先生からの
課題配信

自主的な利用

本誌得点入力 
→フォロードリル

デジタルドリル
レベル1～3

ドリルのみの利用
※

社会・数学・英語
独自デジタルドリル ※

※デジタルドリルをドリルのみで利用する際には先生側での設定が必要です。先生の指示にしたがって利用しましょう。
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８. デジタルドリル画面の説明
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目次画面の「解答スタート」をタップすると、
ドリルの問題画面が表示されます

●デジタルドリルの教科別のアイコンをタップすると、デジタルドリルの目次が開きます

①「自分から」のタブを開いて、
Singブックのアイコンや、デジタルド
リルなどのアイコンが表示されてい
る場合は、自学自習で使用できます

②デジタルドリルのアイコンをタップすると目次が開きます



９．できたことの確認

できたこと画面

「できたこと」画面の「できたこと」タブか
らは、先生から出された課題のうち、完了
済のものが課題ごとに表示されます。

完了済の課題の個数が
表示されます。

ドリルの○の数や本誌の得点を参考に、
苦手なところのふりかえりをしたり、
得意なところをさらに深めたりしましょう。

締め切りがない課題については、課題を終えても、
「できたこと（この画面）」に課題が移りません。記
録として残した理解度や得点は、「全単元一覧」か
ら確認することが可能です。
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「全単元一覧」タブからは、教科・教材ごとに
単元別の学習状況の確認ができます。

フォロードリルの結果と、デジタルドリルのみでドリルを使用し
たときの結果はひとつにまとまります


	マニュアル
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	２.トップ（がくしゅう）画面の説明
	２.トップ（がくしゅう）画面の説明
	３.アカウント連携
	スライド番号 8
	フォロードリルについて
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	４-２.「自分から」よりSingブックを開く場合
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	デジタルドリルのみを�自学自習で使う方法
	８. デジタルドリル画面の説明
	９．できたことの確認

